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特別な観光列車「あめつち」 

「あめつちにて～小泉凡氏が語る八雲とセツ～」を運転します 

 

 観光列車「あめつち」では、１月 18 日（日）に小泉八雲のひ孫・小泉凡氏を迎え、八雲

とセツにまつわる貴重なエピソードを車中で語っていただきます。山陰に深い縁のある作

家・小泉八雲とセツの縁の地を巡り、山陰の歴史と文化を深く感じることができる貴重な観

光列車「あめつち」をぜひお楽しみください。 

 なお、乗車券・指定席グリーン券はみどりの窓口やみどりの券売機、e5489 サービスで販

売します。 

1. 運転日 

2026 年１月 18 日（日） 

 

2. 「あめつち」時刻・停車駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 語り手（米子駅～出雲市駅間（上下列車）で語っていただきます） 

 セツと出会い共に暮らした松江でのエピソードを中心に語っていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

小泉 凡（こいずみ ぼん）氏 

1961 年生まれ 
成城大学大学院で民俗学を専攻後、1987 年に松江へ赴任 
 
作家：小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）ひ孫 
小泉八雲記念館館長 
焼津小泉八雲記念館名誉館長 
島根県立大学短期大学名誉教授 

 

鳥取→出雲市（下り）※米子駅→出雲市駅間で小泉凡氏が乗車します 

発着駅 鳥取 倉吉 米子 安来 松江 出雲市 

着時刻 ― 9:55 11:12 11:23 11:44 12:37 

発時刻 9:05 9:58 11:14 11:25 11:54 ― 

 

出雲市→米子（上り）※出雲市駅→米子駅間で小泉凡氏が乗車します 

発着駅 出雲市 玉造温泉 松江 安来 米子 倉吉 鳥取 

着時刻 ― 14:35 14:45 15:15 15:27 16:50 17:53 

発時刻 14:05 14:36 14:48 15:16 15:39 16:55 ― 

 



4. その他 

① 小泉八雲がこよなく愛したスイーツ「プラム・プディング」を車内で販売 

          セツが「思ひ出の記」で八雲の大好物として紹介している西洋 

          のお菓子「プラム・プディング」を車内で販売します。 

素材にこだわり、島根県雲南市吉田町の自然ときれいな水で 

育った「たなべたたらの里」の卵や保存料等無添加のドライフ 

ルーツを使用しています。 

・販売期間：2025 年 12 月７日(日)～2026 年 1 月 25 日(日) 

・販売金額：１個 540 円（税込） 

・製造者:桑友まるべりー工房／販売者:サンラポーむらくも 

※お酒を使用しています。お子様やアルコールに弱い方、妊娠・授乳期の方、運転時などはご遠慮ください。 

② 鳥取駅～米子駅（上下列車）で怪談放送を実施 

 小泉八雲の「怪談」を車内で放送します。 

・鳥取駅～倉吉駅「鳥取の布団」 ・倉吉駅～米子駅「むじな」 

小泉凡氏が監修した鳥取県発行パンフレット「小泉八雲とセツの山陰旅」をサブカウ

ンターにご用意していますので、セツとの新婚旅行で訪れた鳥取県内の日本海を愛でな

がらご覧ください。 

③ 小泉八雲文庫、八雲特別記念撮影ボード、小泉八雲行燈を設置 

小泉八雲にまつわる書籍を用意した「小泉八雲文庫」や「小泉八雲特別記念撮  

影ボード」、小泉八雲記念館来場者に作成いただいた「小泉八雲行燈」を設置して

います。  

 

 

 

※2025 年 10 月 11 日からの「鳥取出雲市運行」にて実施中 

5. 販売方法 

乗車券・指定席グリーン券はみどりの窓口やみどりの券売機、e5489 サービスでお買

い求めください。指定席券は 2025 年 12 月 18 日 10:00 から発売です。 

※車内のカウンター販売やお食事（要予約）は通常通り行います。なお、お食事は「tabiwa 

by WESTER」にてご予約ください。 

「e5489 チケットレスサービス」では、事前にきっぷを受け取ることなくご乗車でき

る「観光列車チケットレス」を発売しています。以下の URL からご購入いただけます。 

 ※ご乗車には別途乗車券が必要です。 

【JR おでかけネット 観光列車の旅時間：「あめつち」予約ページ】 

https://www.jr-odekake.net/railroad/kankoutrain/ametuchi/reservation/ 

 今回ご案内の取り組みは、SDGs の 17 のゴールのうち、特に 8 番、11 番、17 番に
貢献するものと考えています。 
 

https://www.jr-odekake.net/railroad/kankoutrain/ametuchi/reservation/

